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若
き
ロ
ツ

ク
の
自
然
法
思
想

(ー〉

平

井

俊

彦

つ

の

論

点

ロ
ッ
ク
の
プ
ル
シ
ョ
ワ
自
由
主
義
思
想
は
、
普
通
、
名
誉
革
命
直
後
に
公
に
さ
れ
た
諸
著
作
川
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
ど

れ
ら
の
著
作
に
つ
い
て
、
以
前
に
ロ
ッ
グ
思
想
体
系
を
再
構
成
し
て
む
た
。
だ
が
、
ロ
γ

グ
の
思
想
は
す
で
に
一
六
大

0
年
代
に
書
か

れ
た
諸
著
作
に
、
そ
白
原
型
が
あ
ら
わ
れ
乏
い
る
。
己
と
に
、
一
九
三
六
年
に
一
六

4
0年
代
の
『
悟
性
論
草
稿
』
が
、
エ
プ
ロ
ン
と

ギ
プ
の
手
で
出
版
さ
れ
、
最
近
さ
ら
に
、
二
ハ
六
四
年
の
『
自
然
法
論
』
が
ラ
イ
デ
Y

白
手
で
公
に
さ
れ
て
か

h
、
初
期
ロ
ツ
グ
の
研

究
が
内
外
で
吉
わ
め
て
大
空
中
な
系
争
点
と
た
っ
て
き
た
。
と
れ
ら
の
資
料
は
、
ロ
ッ
グ
思
想
形
成
白
研
究
史
の
上
で
画
期
的
な
発
見
で

あ
る
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。

ロ
ッ
グ
思
想
の
出
発
点
と
た
る
資
料
が
い
ま
ま
で
欠
け
て
い
た
た
め
に
、

一
六
六
四
年
に
書
か
れ

た
と
い
わ
れ
る
寸
自
然
法
論
』
白
公
刊
の
も
つ
意
味
は
、
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
己
の
論
文
の
な
か
で
、

論
』
を
手
が
か
り
に
、
二
ハ
六

0
年
代
に
ゐ
け
る
若
き
ロ
ッ
ク
が
、
ど
の
よ
う
左
思
想
的
立
場
に
立
っ
て
い
た
か
、
そ
し
て
己
目
立
場

が
近
代
思
想
の
発
展
の
上
で
ど
白
よ
う
な
歴
史
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
ば
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
批
判
し
な
が

b
、

『
自
然
法

解
明
し
て
い
こ
う
。
己
の
初
期
ロ
ッ
グ
思
想
を
理
解
す
る
に
あ
た
ヲ
て
、
ま
ず
こ
こ
で
、
若
き
ロ
ッ
ク
像
に
関
す
る
づ
ぎ
の
「
二
つ
む

t
N
き
戸
Y

ク
の
自
然
法
思
想

付

第
八
十
五
巻

五

第
一
号

五



若
き
ロ
ッ
グ
の
自
然
法
思
想

け

第
八
十
五
巻

/、

第

号

ノ、

論
点
」
を
提
示
し
て
、
わ
た
し
の
研
究
の
視
点
訟
定
め
て
治
き
た
い
。

と
と
ろ
?
、

と
れ
主
で
の
研
究
史
の
し
め
す
と
己
ろ
で
は
、

『
自
然
法
論
』
の
取
り
あ
つ
か
い
方
は
、
主
と
し
て
九

0
年
代
の
ロ
ヅ

グ
像
を
前
提
し
て
、
そ
れ
と
D
対
比
に
お
い
て
、
六

0
年
代
D
ロ
ッ
ク
の
立
場
を
特
色
づ
け
る
L
f
H
4
仕
方
で
あ
っ
た
、

LC
い
え
よ
う
。

し
か
も
、
と
の
ぼ
あ
H
主
民
政
治
思
想
白
視
角
か

b
両
者
の
比
較
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
視
角
か
ら
初
期
白
ロ
ッ
ク
の
政
治
的

立
場
を
み
る
と
、
と
う
で
あ
る
。
一
六
九

O
年
の
『
政
治
論
』
ほ
、
い
う
ま
で
も
な
く
政
治
的
向
由
中
義
白
典
抱
で
、
イ
ギ
リ
ス
・
プ

ル
ジ
ョ
ワ
革
命
の
思
惣
上
の
総
決
算
で
あ
り
、
き
ら
に
フ
ヲ

γ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
プ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
ギ
義
革
命
の
思
想
的
武
器
と
左
つ

た
の

K
対
し
、
己
う
し
た
近
代
的
思
想
は
初
期
の
ロ
γ

ク
に
は
生
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
一
六
六
四
年
の
『
自
然
法
論
』
で
は
、
プ
ル

ジ
ョ
ワ
的
個
人
の
自
然
的
権
利
が
み
と
め
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
神
の
命
の
こ
と
ば
の
も
と
に
秩
序
が
要
求
さ
れ
、
自
然
法
が
一
方
的
に

個
人
民
義
務
を
課
し
、
上
か
ら
個
人
影
つ
か
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ホ
ッ
プ
ス
が
宵
然
決
態
に
沿
い
て
定
立
し
た
自
然
権
を
も
っ
近

代
的
個
人
、
い
い
か
え
れ
ば
自
己
の
生
命
令
維
持
し
欲
求
を
追
求
す
る
人
間
す
ら
、
市
民
権
を
み
と
め
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
ロ
ヅ
ク

は
こ
白
よ
う
な
ホ
ッ
プ
ス
の
近
代
的
た
自
然
権
に
敵
対
し
て
い
た
よ
ろ
に
み
ら
れ
さ
え
す
る
。
と
と
に
「
人
民
の
戸
は
神
の
声
で
は
な

い
」
と
り
っ
と
空
、
そ
こ
に
は
ピ
ュ
リ
タ
ン
革
命
に
治
け
る
議
会
派
や
左
翼
陣
営
に
対
す
る
の
批
判
が
よ
み
と
れ
、
む
し
ろ
王
政
復
古

へ
の
讃
美
の
歌
が
奏
で

b
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
政
治
思
想
白
視
角
か
ら
ロ
ヅ
グ
白
初
期
の
思
想
を
な
が
め
る
と
き
、
革
命
権
を
否
定
し
て
王
政
復
古
に
合
法
性
を
み
と

め
て
い
る
点
で
、
あ
る
い
は
人
聞
の
自
然
的
権
利
を
否
定
し
て
、
秩
序
維
持
の
義
務
の
み
を
自
然
法
の
立
場
で
人
聞
に
課
し
て
い
る
点

で
、
反
近
代
的
件
格
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
b
れ
よ
う
。
だ
が
、
こ
の
点
白
み
を
強
調
し
て
、
単
に
若
き
ロ
ッ
ク
を
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命

の
否
定
と
し
て
白
み
一
評
価
す
る
な
ら
ば
、

ロ
ッ
ク
固
有
の
積
極
的
在
日
白
銀
史
的
意
義
は
か
え
り
み
ら
れ
ず
、
若
き
ロ
ッ
ク
は
単
に
中
世



的
な
自
然
法
思
想
の
伝
統
に
立
ち
か
え
り
、
ト

1
7
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
や
り
千
ヤ
ー
ド
・
フ
ヅ
カ
ー
の
系
統
に
と
ど
ま
っ
℃
し
ま
う
こ

と
に
た
る
で
あ
ろ
う
。
極
論
を
あ
え

τい
と
わ
な
い
左
ら
、
絶
対
王
政
を
擁
護
す
る
主
権
利
援
説
以
上
に
は
出
な
い
こ
と
院
も
な
ろ
う
。

し
か
も
、

ζ

う
し
た
立
場
か

b
は、

一
六
九

O
年
の
「
政
治
論
』
的
地
平
で
の
プ
ル
ジ
望
ワ
自
由
主
義
者
と
し
て
の
ロ
グ
ク
と
、

占ノ、

六
四
年
の
ロ
ッ
ク
と
は
全
〈
異
っ
た
思
想
を
も
つ
こ
と
に
左

p
、
ニ
ヲ
白
段
階
の
連
続
性
は
た
ち
き
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
己
白
ょ
う
在
外
見
上
、
政
治
思
想
と
し
て
の
彰
を
も
っ
若
き
ロ
ァ
ク
の
思
想
の
背
後
に
は
、
実
に
輝
か
し
い
「
啓
蒙
思
想
」

開
包
括
空
目
。
巳
の
躍
動
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
十
七
世
紀
の
半
ば
に
、
王
政
復
古
白
反
勤
時
代
に
す
で
に
、
ロ
ッ
ク
の
思
想
の
根

底
に
は
根
深
く
後
期
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
自
由
主
義
思
想
に
、
ひ
い
て
は
十
八
世
紀
白
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
開
花
す
る
啓
蒙
思
想
へ
と

展
開
す
る
芽
が
、
う
え
つ
け
b
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
己
の
啓
蒙
思
想
白
知
性

EHo--oZ
こ
モ
が
、
若
き
ロ
ッ
ク
の
思
想
に
、
独

自
の
、
輝
か
し
い
康
史
的
意
義
を
あ
た
え
て
い
る
の
で
あ
る

D

す
な
わ
ち
、

自
然
法
認
識
忙
お
い
て
、

超
越
的
な
啓
一
日

2
2
E
t
E

を
し
り
ぞ
け
、
人
聞
の
内
な
る
「
円
然
の
光
」
]
指

E
a
E
E
B
を
と
り
あ
げ
、

た
認
識
論
が
こ
れ
で
あ
ワ
た
u

わ
た
し
は
、
己
の
啓
蒙
主
義
忠
想
が
八

0
年
代
か
ら
九
一

υ年
代
に
か
け
て
の
名
誉
革
命
時
代
に
で
は
な

く
、
主
政
復
古
期
で
あ
る
六

0
年
代
に
す
で
に
あ
b
わ
れ
た
こ
と
を
、
こ
と
に
評
価
し
た
い

G

し
か
も
、
デ
カ
ル
}
干
ホ
ッ
プ
ス
よ
り

己
白
光
で
自
然
法
山
真
埋
を
う
っ
し
だ
そ
う
と
し

は
る
か
に
前
進
し
た
思
想
が
宿
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
思
想
の
先
脇
者
と
し

τの
怠
義
が
あ
る
の
だ
。
ロ
ッ
ク
は
自
然

法
は
神
か

b
あ
た
え

b
た
も
の
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
こ
れ
を
認
識
す
る
主
体
の
認
識
構
造
を
問
題
と
し
た
。
超
経
験
的
な

自
然
法
が
一
方
的
に
人
聞
を
規
定
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
己
に
は
目
然
法
と
人
間
と
の
つ
な
が
り
は
、
全
く
断
ち
切
れ
て
い
る
。
だ
か

b
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
‘
人
聞
は
な
ん
の
主
体
的
な
役
割
を
も
も
ち
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ロ
ッ
ク
は
超
越
的
在
感
一
市
の
み
に
よ

っ
て
神
と
人
間
と
を
接
合
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
、
法
を
認
識
す
る
主
体
を
人
聞
の
側
広
治
く
白
で
あ
る
。
こ
の
人
聞
の
認
識
に
よ
ヲ

若
き
ロ
ッ
グ
の
自
然
法
思
想

付

第
八
十
五
巻

ーじ

第

号

七



若
き
ロ
ッ
ク
の
自
然
法
思
想

け

第
八
十
五
巻

ノ司、

第
一
号

ノに

い
ま
ま
で
ポ
テ
ソ

γ
ャ
ル
な
効
力
し
か
も
た
な
か
っ
た
白
然
法
が
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
た
意
義
主
も
つ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

自
然
法
の
意
味
は
、
人
間
白
知
性
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
転
換
し
た
。
と
と
も
に
、
人
聞
か

b
神
へ
の
通
路
が
主
体
的
に
確
保
さ
れ
、

む
し
ろ
啓
示
と
理
性
と
の
一
致
が
果
さ
れ
、
自
然
法
が
人
聞
に
内
在
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
歴
史
へ
の
転
換

ω
担
い
手
と
し

τ
白
み
、

て
成
熟
し
つ
つ
あ
る
初
期
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ

l
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
主
体
と
し
て
、
は
っ
き
り
つ
か
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

ω
で
あ
る
。

だ
が

t

若
さ
ロ
ッ
ク
の
認
識
す
る
人
附
の
主
体
性
は
、
単
に
そ
れ
自
体
と
し
て
怠
義
の
あ
る
も
の
の
h

か
な
ら
ず
、
き
わ
め
て
ユ
ニ

1

グ
な
点
は
、
認
識
の
す
招
礎
に
感
覚
・
経
験
問
R
0
・0
M
G
O
ロ
E
B
と
理
性
足
自
自
を
沿
曹
、

こ
れ
ら
両
者
に
よ
る
認
識
作
用
己
モ
が
、

神
ま
た
は
自
然
法
と
人
間
と
の
媒
介
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
υ

そ
し
て
こ
の
感
覚
的
経
験
と
坦
性
に
よ
る
認
識
己
モ
、

『
情
性
論
』
に
あ
b
わ
れ
る
、
感
覚
耳
目
R
Eロ
と
反
省
自
由
。
目

B
に
主
る
認
識
論
に
発
展
す
る
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
主
義
同
日
司
自
の
品
目
の
原
型
を
形
づ
〈
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
工
う
。
も
と
よ
り
、
こ
の
経
験
主
義
そ
の
も

の
に
つ
い
て
み
て
も
、

『
悟
性
諭
』
に
比
較
す
れ
ば
、
な
に
ほ
ど
か
の
相
異
は
あ
る
し
、
ま
だ
、
完
全
に
体
系
的
に
展
開
さ
れ
て
は
い

た
い
。
モ
こ
に
は
、
十
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
と
は
ち
が
っ
た
姿
は
あ
る
。
だ
が
、
十
七
世
紀
の
中
葉
に
、
し
か
も
王
政
復
古
の
渦
中
に
、

す
で
に
、
人
間
白
経
験
と
理
性
を
母
胎
と
し
て
、
超
経
験
的
な
啓
示
を
耕
し
て
、
自
然
法
を
人
間
の
内
的
世
界
へ
と
結
び
つ
け
た
こ
と

は
、
近
代
。
フ
ル
ジ
ョ
ワ
思
想
の
一
大
転
換
で
あ
り
、
思
想
史
的
変
革
で
あ
る
と
評
価
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
若
き
ロ
ッ
ク
の
思
想
の
幹

線
は
、
こ
の
啓
蒙
思
惣
に
あ
り
、
こ
れ
が
十
七
世
紀
の
前
期
か
ら
後
期
へ
の
近
代
思
想
発
展
の
画
期
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
か
。
本
論
白
狙
い
は
政
治
思
想
の
う
え
で
い
か
に
影
を
治
と
し
て
い
る
と
は
い
え
、
若
き
ロ
ッ
ク
の
思
想
、
す

た
わ
ち
ロ
ッ
ク
の
思
想
的
自
立
の
起
点
の
う
ち
に
、
す
で
に
十
八
世
紀
へ
と
展
開
す
る
啓
蒙
思
想
の
原
型
企
、
こ
と
に
イ
ギ
リ
兄
の
そ

れ
を
ば
掘
り
沿
己
そ
う
と
す
る
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。

と
の
よ
う
に
、

わ
た
し
は
若
さ
ロ

W
J

グ
像
を
め
ぐ
る
「
ニ
ヲ
の
論
点
」
、
す
な



わ
ち
「
政
治
思
想
の
影
」
と
「
啓
蒙
思
想
の
光
」
を
提
示
し
た
上
で
、
は
っ
き
り
と
後
者
の
立
場
に
な
っ
て
、
前
者
か
ら
独
立
し
た
ロ

ツ
ク
像
を
画
い
て
み
よ
う
。
そ
の
上
で
、
と
ん
ど
は
啓
蒙
思
想
白
光
守
政
治
思
想
に
投
げ
か
え
し
て
み
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
聞
に
と

ざ
さ
れ
た
政
治
思
想
に
も
、
光
の
あ
た
る
部
分
が
み
え
、
こ
う
し
て
新
し
い
展
望
も
ひ
ら
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ω
ロ
ァ
ク
の
思
想
は
、
ほ
ぽ
八

0
年
代
に
で
き
上
ョ
て
い
た
が
、
主
要
な
著
作
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
升

0
年
代
の
初
期
で
あ
っ
た

D

す
な
わ
ち
、

人
吉
岡
h
E
R
V
E号
、
司
王
芯
均
一
周
求
豆
&
宮
司
書
山
町
ま
E
a長
s
h
『
伍
川
性
論
』
は
二
ハ
九

O
年

r
、
ま
た

M
1
8
G
H
S
Q
E
S納
長
目
。
。
毛
主
君
主
『
政
治
前
』
も

同
年
に
出
版
さ
れ
、

M
O
S
G
円
。
ま
丘
町
富
hN。
言
。
¥
早
。
円
G
E
A
N怠
s
n
2
ミ
Z
G
h
。8
2
z
h
b叫
同
主
主
E
N
Q
S
n同
国
h
N
E
s
h
z
n
勺
乞
室
長
足
-cまい、

『
利
子
-
貨
幣
前
』
が
一
六
九
一
年
に
、
如
一
M吉
町
叶
ぎ
昌
吉
匂

E
S
E
R喜
三
町
切
F
E
R
N
N言
『
教
育
論
』
が
一
六
九
=
年
に
公
刊
さ
れ
た
。
な
お
、

h

h
ミ芯培、

E
S
E苦
言
h
M
O
Nミ
足
立
S
「
寛
容
諭
』
は
一
六
八
九
年
、
九

O
年
、
九
二
年
の
三
回
に
わ
た
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
、
詳
細
な
主

献
リ
ス
ト
は
一
橋
論
叢
「
J
・
μ

ッ
グ
没
二
百
五
十
年
記
念
号
」
三
三
巻
、
五
号
の
な
か
の
「
ジ
R

ン
・
ロ
ヴ
グ
年
譜
」
忙
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ω
「
ジ
ョ

γ

ロ
Y

ク
の
市
民
社
会
保
」
京
都
大
学
経
済
学
部
創
立
四
十
周
年
記
念
『
経
済
学
論
集
』
=
六
七
回

O
五
ペ
ー
ジ
。

ω
『
悟
性
論
草
稿
』
は
、

h
s
E建
守
町
、
久
二
『

h
o
h
b
R句
同
a
3
-
E官
号
、

E
忌
岡
、
E
4な
¥
喜
善

b
g
H
Z
2
S
N旬、

E
M
Z巳
σ〕
、
国
同
〉
R

E

自
仏
]
。

B
qロ
の
H
げ

σ
-
D
M
A
o
z
-
巴
ω
。
。
『
自
然
法
論
』
は
、

h
s
a
h
z官、

h
E辛
句

Q
S
S
ω
h
s
s
ミ
H
f
E
F
叶
b
q
N
S
m
N
S
M
1
2
m
g
N
F
Q

H詰
富
山
氏
E
2
N
H唱え
3nN宮内
E
s
a
s札
弘
〈
QN町句

E
h
q志
向
、
壁
位
、
v
H苦
言
明
、
瞬
時
な
え
円
。
。
宮
、
句
同
君
主
Z
S礼

N
S
F
a
h
cま
S
E
L
F場、
~nuwq
、。
E
Zハ凶

σ吋

42
〈

Oロ
H
b吋
ισ
ロ一

C
M
H
O丘一

E
F
r

ラ
イ
一
7
γ
は
こ
の
「
白
熱
法
前
L

D
白
版
事
情
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
申
ベ
て
い
る
。
「
ジ
ョ
γ
・
ロ
ッ
ク
が
一
七

C
凶
年
に
七
二
歳
で
死

ん
だ
と
き
、
一
ニ
千
冊
以
上
白
蔵
書
の
半
分
と
手
楠
や
書
簡
の
す
べ
て
を
、
か
れ
の
従
兄
弟
ピ
l
タ

1

キ
ン
グ
大
法
官
に
り
こ
し
た
@
そ
れ
ら
の

潰
稿
は
、
キ
ン
グ
卿
の
子
孫
が
ず
っ

k
保
管
し
て
い
た
が
、
一
九
四
二
年
に
、
か
れ
ら
の
最
後
の
所
有
者
で
あ
る
ラ
グ
レ
イ
ス
柏
が
オ
ッ
ク
久
フ
ォ

ー
ド
の
ポ
ド
リ
問
書
館
に
大
部
分
の
辿
摘
を
寄
託
し
た
。
そ
の
後
数
年
間
、
編
集
者
ヲ
イ
デ
ン
が
遺
稿
町
一
内
容
や
主
要
性
を
報
告
し
、
遺
稿
選
集
の

出
版
準
備
を
す
る
目
的
で
、
オ
ッ
ク
ォ
ド
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
プ
レ
ス
に
代
っ
て
、
こ
れ
ら
所
蔵
遺
稿
集
検
討
に
あ
た
っ
た
り
で
あ
る
@
こ
の
報
告

は
一
九
四
六
年
に
オ
マ
ク
ス
フ
庁

i
v大
学
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
り
遺
稿
は
ピ
リ
グ
リ
ム
ト
ラ
ス
ト
の
財
政
的
援
助
を
う
け
て
、
九
四

己
年
に
ポ
ド
リ
凶
書
館
が
購
入
し
て
か
ら
、
多
く
の
新
し
い
ロ
ッ
ク
伝
の
資
料
や
、
未
出
版
だ
っ
た
多
様
な
著
述
が
一
般
の
人
々
の
手
に
入
る
よ
う

若
き
ロ
ヴ
グ
の
自
然
法
思
想

(→ 

第
八
十
五
巻

九

第
一
号

九



帯
主
ロ
ッ
ク
白
白
桔
法
思
想

付

第
人
十
主
巻

。
m 

O 

に
な
っ
た
り
で
あ
る
n

ラ
グ

ν
イ
ス
ヨ
レ
タ
ジ

=
γ

凸
ロ
ァ
ク
の
草
稿
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
る
。
一
つ
は
、
ほ
ぽ
三
千
拍
手
証
か
ら
な
る

書
簡
集
で
あ
り
、
も
う
一
つ
位
、
日
記
や
ノ

l
ト
を
ふ
く
む
雑
草
稿
で
あ
っ
て
、
全
部
で

T
積
自
の
遺
稿
集
と
な
っ
て
い
る
。
」

V
F
s
h
z
t
~
H
U
S苫

2
与
G
H
Q
S

え

司
AQ
刊
誌
声
。

E
g
a
げ
司

F
4目
。
ロ
町
円
ま
た
、
こ
白
出
版
事
情
に
つ
い
て
浜
林
正
夫
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
自
然
法
論
」
商
学

討
究
、
第
六
巻
、
一
号
、
一
五
ベ
ジ
を
参
照
。

川
明
若
き
ロ
ッ
ク
の
時
期
を
い
つ
に
と
る
か
と
い
う
と
と
も
一
つ
の
問
題
で
あ
る
が
、
一
拍
う
と
こ
で
は
、
王
政
復
古
の
初
期
に
あ
た
り
、
ロ
ヅ
グ
白

一二

O
蔵
の
初
期
で
あ
る
一
六
六

0
年
代
初
頭
に
お
き

t
ぃ
。
つ
い
で
な
が
ら
、
こ
こ
で
問
題
ー
と
す
る
『
白
熱
法
論
』
が
か
か
れ
た
一
六
六
四
年
は
、

ロ
y

ク
が
三
二
歳
白
と
き
で
あ
っ
た
、
も
と
よ
り
こ
白
著
作
以
前
に
断
片
的
な
著
述
、
た
と
え
ば
心
苦
匂
m
s
s
s
r
h
F
2
Z
G
Q
Z
N
旨
品
主
苦
町
、

主
主
吉
ピ
ヨ
見
守

2
4
2
q
Q
S
R胸
骨
官
、
さ
NSRN宮
司
話
。
h
E
E『
町
、
吉
川

H
E志
向
句
王
立
¥
2
2
2
E
同
三

4
E
Z
司
ミ
邑
也

U

が
、
一
六
六

O
年

に
山
て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
は
、
な
ん
と
し
て
も
こ
の
『
自
然
法
論
』
で
あ
っ
た
、
と
い
い
う
る
。

な
お
、
六

0
年
代
心
ロ
叩
タ
思
想
の
紛
究
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
詩
文
献
の
ほ
か
、
〉
員
。
ロ
司
河

H
L
P
p
s
p
n宮
、
呂
田
な
ど
の
い
く
つ
か
り

伝
記
が
す
べ
て
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
わ
が
国
で
の
研
究
で
は
、
い
ま
ま
で
わ
た
し
の
知
り
え
た
と
こ
ろ
で
は
、
浜
林
正
夫
「
ロ
ヴ
ク
に
お

け
る
革
命
権
思
旭
町
形
成
」
(
一
橋
論
叢
三
ニ
巻
五
号
、
「
J
・
ロ
ヴ
ク
没
一
一
五
年
記
忠
」
所
収
、
一
九
五
四
年
中
一
月
〉
、
浜
林
正
夫
「
ロ
ヅ
グ

の
自
然
法
論
」
(
商
学
討
究
、
六
巻
、
一
号
、
一
九
五
五
年
六
月
)
、
お
な
じ
く
、
浜
林
正
夫
「
王
政
復
古
か
ら
名
韓
国
革
命
へ
」
(
水
田
洋
縮
『
イ

ギ
リ
ス
革
命
』
御
茶
の
水
害
房
に
所
収
)
、
中
村
恒
矩
「
ロ
ヴ
ク
初
期
思
想
形
成
に
つ
い
て
」
(
一
橋
論
叢
、
九
月
号
、
四

O
巻
三
号
)
が
あ
る
。

政

治

思

怨

の

影

ロ
ッ
ク
は
ま
ず
、
第
一
論
文
で
、

は
自
然
法

F
d
q
a
ロ
E
R
O
は
、
わ
れ
わ
れ
に
あ
た
え
ら
れ

τい
る
か
、
L

と
い
う
問
題
か
ら
出
発
し
て
悼
る
。
こ
白
問
題
に
た
い
す

一
六
六
四
年
の
『
自
然
法
論
』
主
手
が
け
る
に
あ
た
っ
て
、

「
道
徳
法

E
官

民

自

o日
町
、
ま
た

る
ロ

y

ク
の
解
答
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

ζ

の
世
界
は
神
白
命
に
よ
っ

τ秩
序
づ
け
ら
れ

τお
り
、
す
べ
て
は
神

ω意
士
山
で
動
い

τい
る
。

「
神
は
世
界
中
を
統
轄
し

τい
る
。
と
い
う
必
は
、
天
が
た
え
ず
回
転
し
、
大
地
が
し
っ
か
り
と
立
ち
、
星
が
輝
く
の
広
、



神
の
命
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か

b
o
ま
た
、
広
い
海
に
境
界
を
お
さ
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
柏
物
の
発
生
中
成
長
の
仕
方
や
期
間
主
決
め

る
の
も
、
神
で
あ
る
か

b
で
め
る
。
つ
ま
り
、
あ
b
ゆ
る
生
物
が
そ
れ
独
自
の
生
誕
と
生
活
の
法
則
を
も
づ
の
も
、
神
白
意
志
に
従
つ

て
の
こ
と
左
の
で
あ
る
。
」

ζ

白
仕
界
で
は
、

モ
の
一
部
で
あ
る
人
間
と
い
え
ど
も
、

す
べ
て
こ
う
し
た
糾
む
命
で
あ
る
自
然
法
に
従

「
人
間
の
み
が
か
れ
ら
に
適
用
さ
れ
る
法
か

b
ま
ぬ
が
れ

τ、
生
活
の
計
画
も
、
規
則
も
、
形
式
も
な
く
、
こ
の

世
に
生
れ
て
く
る
」
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
神
白
命
に
よ
フ
て
、
自
然
や
世
界
は
秩
序
づ
け
b
れ
て
お
り
、
と
れ
ば
趨
経
験
的
に
あ
た
え

b
れ

τ
い
る
の
で
あ
る
。

己
白
神
の
意
志
ヨ
口
。
時
間
。
品
で
あ
る
自
然
法
は
、
人
類
が
こ
れ
を
識
別
す
る
と
い
な
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
客
観
的
に
1
1
J
だ
が
、
ポ

テ
ン
V
#

ル
に
|
|
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
聞
の
浬
性

2
E
E
に
よ
っ

τ作
ら
れ
た
り
、

属
す
る
の
で
あ
る
。

変
え

b
れ
た
り
ナ
る
も
り
で
は
な
い
。

「
理
性
は
わ
れ
わ
れ
の
精
神
白
一
能
力
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
白
一
部
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
事
実
、
モ
れ
が
わ
れ
わ
れ
に
法

を
あ
た
え
る
こ
と
は
で
き
た
い
」
。
と
す
れ
ば
、

と
己
に
人
類
や
理
性
主
超
え
て
、

自
然
法
が
こ
れ

b
に
対
し
て
存
在
す
る
己
と
に
た

る
で
あ
ろ
う
わ
し
か
も
、
こ
の
自
然
法
が
人
間
を
超
越
し

τ存
在
す
る
こ
と
に
た
れ
ば
、
自
然
法
と
人
間
と
の
関
係
は
、
自
然
法
が
上

か
b
人
聞
に
の
ぞ
む
と
い
う
一
方
的
友
道
路
だ
け
が
の
己
さ
れ
る
己
と
に
な
b
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

権

「
自
然
法
は
自
然
権

S
E
E
-
門
戸
間
宮
と
区
別
さ
れ
ね
ば
な
b
左
い
」
し
、

「
人
聞
は
あ
b
ゆ
る
点
で
自
然
法
に
服
従
し
、
義
務
の
原
理
が
自
然
法
に
は
前
提
さ
れ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
は
向
者
の
関
係
を
、

利
口
問
牢
で
は
注
く
て
義
務
。
E
H岡
弘
呂
ロ
に
み
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
人
間
か

b
自
然
法
へ
行
く
通
路
は
な
く
、
自
然
法
が
人
聞
に
一
方
的
に
義
務
を
課
し
、
自
然
法
へ
り
服
従
与
包
5
R
O

を
要
求
す
る
乙
と
に
な
る
。
心
み
な
ら
一
ず
、
こ
の
義
務
は
単
に
主
観
的
な
も
り
で
は
な
く
、
客
観
的
に
保
障
さ
れ
亡
い
な
け
れ
ば
な
ら

た
い
。
す
た
わ
ち
、
人
間
が
自
然
法
に
義
務
を
負
う
と
勺
う
こ
と
は
、
そ
の
裏
側
で
自
然
法
が
法
と
し
亡
客
観
的
に
服
従
さ
る
ベ
き
効

若
き
ロ
ヴ
ク
の
自
然
法
思
詔

(一)

節
八
十
五
巻

第

号



苦
き
ロ
ヴ
ク
の
自
然
法
思
旭

け

第
八
十
五
巻

第
一
号

力
を
も
つ
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
人
問
主
拘
束
す
る
力
を
も
つ
も
白
で
た
け
れ
ば
な
ら
校
い
。

ロ
ッ
ク
は
こ
の
自
然
法
の
客
観
的
左
効

力
に
つ
h
て
、
第
六
論
文
「
人
聞
は
自
然
法
で
拘
束
さ
れ
る
か
」

と
い
う
設
問
と
、
第
七
論
文
「
自
然
法
の
拘
束
刀
『
目
佳
品
皆
目
。

は
普
遍
的
で
永
遠
で
あ
る
か
」

と
川
円
、
ぅ
設
問
り
な
か
で
、
展
開
し
て
い
円
る
。

自
然
法
は
具
体
的
に
つ
ね
に
法
と
し
て
人
聞
を
拘
束
し

殺
げ
れ
ば
、

そ
の
効
力
は
な
い
の
で
あ
り
、

秩
序
を
維
持
で
き
な
悼
の
だ
が
、

「

巴|
然
法
の
き
ず
な
は

わ
れ

オJ
fl 
に
責
任
αJ 
遂
行
主
強 J 、
制五二
す三
るの τ
c う

し た
か責

白
然
法
は
乙
の
拘
束
力
主
ば

任
ロ
包
U
H
]
H
q

を
人
間
に
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
う
け
と
る
。

も

「
ζ

の
責
任
は
二
重
で
あ
る
」
。
す
な
わ
ち
、
自
然
法
ま
た
は
上
位
者
の
意
思

E
恒耳目。
H

当
日
が
公
布
さ
れ
る
ば
あ
い
に
、
「
わ

れ
わ
れ
は
こ
れ
に
服
従
寸
る
義
務
が
あ
る
」
の
で
あ
白
、
と
れ
己
そ
「
義
務
と
し
て
服
従
す
ベ
さ
責
任
」
左
白
で
あ
る
、
の
与
な
ら
ず
、

こ
の
義
務
を
怠
り
責
任
を
回
避
す
る
者
は
、
「
強
力

E
H
n
o
と
処
罰
]
己
ロ
白
『
目
。
ロ
ど
に
よ
っ
て
そ
の
権
威
に
従
属
さ
せ
ら
れ
れ
ば
た

b

た
い
。
こ
う
し
て
、
人
間
は
内
な
る
良
心
と
外
的
強
力
に
よ
っ
亡
、
二
重
の
責
任
を
沿
い
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ

τ決
序
ぷ
維
有
、
さ
れ
る
、

と
い
え
よ
う
。

し
か
も
、
己
の
ば
あ
い
人
聞
に
た
い
す
る
自
然
法
の
拘
束
力
は
絶
対
的
左
も
白
で
あ
る
。
も
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
自
然
法
は
法

と
し
て
弘
叫
ん
の
役
割
中
意
義
を
も
ち
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
自
然
法
白
拘
束
力
は
永
遠
回
出
品
。
E
巳
で
あ
ヮ

τ、

人
聞
の
う
ち
に
、
つ
ね
に
支
配
し
て
お

b
ね
ば
な
ら
な
い
。

B
 

る
の
で
あ
る
L
O

「
自
然
法
の
き
ず
な
は
、
永
遠
で
、
人
類
と
と
も
に
は
じ
ま
り
、
か
つ
終

も
っ
と
d

も、

個
々
白
人
聞
は
、
そ
の
行
為
す
る
場
所
平
時
期
は
不
定
で
あ
り
、
行
動
そ
の
も
の
も
連
続
し
て
お
と
な

で
き
左
い
。
と
の
人
生
日
旅
に
沿
い
て
、
た
び
た
び
休
息
は
ゆ
る
さ
れ
る
が
、

「

法
に
L 
tこ
カZ
っ
て

し活
ば動

らを
く ょに

もめ
辺i る
いこ

はとv

KD 刀ミ

るで
ささ
れ民
な泊(
νゐ

の法
でに
あi!IC
る。、つ
'---，て

行
動己

わ
れ
る
わ
け
で
は
た
い
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
人
聞
は
、

う
し
た
怠
味
で
、
自
然
法
の
拘
束
力
は
人
類
。
あ
る
か
ぎ
り
、
永
遠
に
は
た
ら
い
て
い
る
、
の
み
な
ら
ず
、
そ
札
は
第
二
に
、
普
遍
的



ロ
ロ
司
雪
国
-
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
々
白
人
間
は
モ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
あ
り
、
王
と
臣
下
、

将
軍
と
兵
上
、

親
と
子
と
い
う

よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
の
環
境
平
身
分
の
う
ち
に
あ
る
も

ω
で
あ
る
。
古
b
に
、
ギ
リ
V
γ

人
と
野
蛮
人
と
い
っ
た
I
M

人
明
状
態
白
差
別
も

あ
る
。
毛
己
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
人
間
関
係
の
ち
が
H
に
沿
う
じ
て
、
王
白
義
務
は
区
下
白
義
務
と
異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
が
、

ら
く
も
の
で
あ
る
u

こ
れ
ら
の
個
々
の
具
体
的
な
環
境
干
ー
身
分
の
ち
が
い
を
越
え
て
、
ま
た
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
白
然
法
の
拘
束
力
は
す
〈
て
に
同
心
く
働

た
だ
そ
の
環
境
が
ち
が
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
。

「
目
然
法
の
拘
束
力
は
す
べ
て
の
と
こ
ろ
で
同
一
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
具
体
的
な
個
人
は
モ
れ
ぞ
れ
身
分
苧
環
境
を
ち
が
え
こ
そ
す
れ
、
こ
れ
ら
を
拘
束
し
て
、

序
を
維
持
し
て
い
る
も
の
己
そ
、
実
は
自
然
法
で
あ
り
、
神
の
命
《
同
日
目
ゆ
え
問
。
白
た
の
で
あ
る
。
モ
し
て
、

ζ

の
ば
あ
い

t

世
界
ま

一
円
ノ
の
全
体
的
秩

た
は
社
会
の
秩
序
は
個
人
が
己
の
法
に
従
う
べ
き
道
徳
的
義
務
を
お
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
け
つ

し
て
個
人
の
自
然
的
権
利
ま
た
は
各
人
の
私
的
利
益
哲
司
巳
O
E
Z
B
E
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
が
、

『
政
治
論
』
を
貰
ぬ

く
後
期
ロ
ッ
ク
心
恩
想
的
基
調
と
は
ま
っ
た
く
異
る
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
代
白
然
法
思
想
史
上
で
も
む
し
ろ
ホ
ッ
プ
ス
と
も
異
っ

た
性
格
で
あ
る
と
み

b
れ
る
も
の
左
の
で
あ
弘
。
す
で
に
、

『
自
然
法
論
』
全
体
の
問
題
提
起
と
で
も
い
う
べ
き
第
一
論
文
で
、

自

然
法
は
自
然
権
と
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
ベ
、
さ

b
に
最
終
論
文
で
あ
る
第
八
論
文
「
各
人
の
私
的
利
益
は
自
然
法
の
基
礎

で
あ
る
か
」
で
、
だ
め
を
押
す
か
の
よ
う
に
、
こ
の
自
然
権
を
は
っ
き
り
と
し
め
だ
し
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
で
、
問
題
は
、
た
ぜ
若
さ

ロ
ッ
ク
が
こ
の
工
う
に
自
然
権
を
拒
一
否
L
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
ち
こ
と
、
あ
る
い
は
、

t
d後
期
の
ロ
ッ
グ
の
よ
う
に
自
然
権
と
白

然
法
と
の
調
和
を
求
め
よ
う
と
し
左
か
っ
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

ロ
ッ
グ
自
身
は
己
白
理
由
を
三
つ
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ

b

『
政
治
論
』
で
は
個
人
が
自
己
の
生
存
権
を
も
ち
、
各
人
が

自
由
な
行
動
を
し
て
た
お
か
つ
社
会
の
秩
序
が
た
も
た
れ
、
自
然
法
と
調
和
し
て
い
た
の
は
、
実
は
個
人
が
労
働
す
る
主
体
で
あ
り
、

の
諸
点
を
つ
き
と
め
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
た
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、

若
き
円
ヅ
グ
の
白
然
法
思
想

付

第
八
十
五
巻

第

号



若

き

ロ

ザ

ク

の

自

然

法

思

却

は

円

第

八

十

五

巻

二

四

二

四

己
白
個
人
の
自
己
の
生
活
白
た
め
の
労
働
に
よ
ワ
て
プ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
全
体
の
生
産
力
が
発
展
し
え
た
か

b
で
あ
っ
た
。
己
の
各
人
の

第
一
号

労
働
に
よ
る
私
的
利
益
白
追
求
は
、
な
ん
ら
公
共
白
利
益
吉
守
口
。

E
E
H
Z門
と
矛
盾
す
る
己
と
た
く
、

む
し
ろ
モ
れ
は
自
然
白
ポ
テ

γ

V
ャ
ル
在
生
産
力
を
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
た
も
の
と
し
、
人
類
共
同
の
利
益
を
増
大
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
目
然
的
正
義
に
適
う
も
の
で
あ

『
自
然
伝
論
』
で
は
こ
の
よ
う
な
個
人
の
労
働
と
い
う
概
念
は
考
え
ら
れ
て
は
い
な
い
、
し
た
が
っ
℃
、
己
れ
に
よ
る

ワ
た
。
だ
が
、

生
産
力
の
発
展
の
可
能
性
は
生
れ
て
は
い
た
い
。
こ
白
点
は
ま
だ
ホ
ァ
ブ
ス
キ
同
時
代
人
の
思
惣
と
は
、
左
ん

b
変
り
な
い
心
で
あ
る
。

つ
ま
り

「
一
方
の
得
は
他
万
の
損
L

と
い
う
初
期
重
商
主
義
の
考
え
方
に
と

b
わ
れ
て
い
て
、

「
各
何
人
山
私
的
利
益
」
が
放
任
さ

「
事
実
、
多
く
の
徳
干
、
そ
の
最
善
な
る
も
の
は
、
た
だ
、

れ
る
な
ら
ば
、
共
通
菩
が
損
わ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
、
と
い
う
臼
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
我
々
自
身
臼
損
失
に
沿
い
て
他
人
に
普
を
な
す
己
と
に
あ
る
し
。
そ
し
て
、
有
徳
在
行
為
を
た
す
人
々
は
、
「
か
れ
ら
白
身

国
家
や
人
類
全
体
の
利
益
吉
官
日
ω
百
。
H
5
0
2呂
田
自
当

E
-
F
自
己
え
色
目
吉
町
ロ
ι
を
追
求
す
る
」
。

白
利
益
で
は
社
く
て
、

逆
に
い
え
ば
、
正
義
の
実
現
で
あ
る
自
然
法
は
、
私
的
利
益
を
そ
山
基
礎
と
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
若
き
ロ
ッ
グ
は
そ

ω自
然
法
思
想
山
体
系
の
う
ち
に
、
個
人
目
私
的
利
害
を
全
く
排
除
し
て
い
る
白
で
は
な
い
。
ロ
ッ

ク
は
そ
り
時
代
白
子
と
し
て
ロ
ッ
ク
、
な
り
の
自
然
法
と
私
的
利
害
と
の
関
係
づ
け
を
、
い
い
か
え
れ
ば
、
自
然
法
の
う
ち
で
の
私
的
利

害
白
地
位
づ
け
を
お
己
注
ヮ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
が
各
個
人
の
私
的
利
益
が
自
然
法
の
基
礎
で
な
い
と
い
う
と
き
、
人
間
臼
平
等
の

共
同
法
則
と
各
人
目
私
的
利
益
と
が
、
た
が
い
に
矛
盾
し
あ
っ
て
い
る
と
い
ッ
て
い
る
白
だ
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
も
ら
フ
て
は
と

れま
も る
白。

己売
ω 官

財た

産 R
E阜
堅吾

J と
る

そこ
各

と
J 人
U、Uコ

主主
ι聖
~~ 2:: 
5 も
べつ
の、

1'11 ;， 
益主

主力
支に

子皇
宮す
) る
と

もも の
で

で
さ

あ
な円

い")て
の己

予れ
dうナ
り dζ三

ミ守
だ E
均ミ と

日 t
然に
法は
伊

E守if tだξ 

る
乙
と
に
よ
ヮ
て
、
各
人
の
幸
福
と
安
全
は
確
保
さ
れ
、
伺
人
目
白
然
椎
が
生
か
さ
れ
る
と
い
う
こ
の
こ
と
は
、
自
然
法
の
わ
く
白
た



か
で
の
み
、
自
然
権
が
み
と
め
ら
れ
て
い
る
乙
と
で
あ
り
、
主
役
は
ど
こ
ま
で
も
自
然
法
で
あ
っ
亡
、
自
然
権
は
い
わ
ば
脇
役
主
演
じ

て
W

る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
然
権
主
放
任
す
る
と
な
れ
ば
、
ホ
y

ブ
λ

と
治
左
じ
く
、
人
々
は
「
戦
争
状
態
に
入
り
、

E

E

・

E

・
こ
う
し
て
社
会
は
廃
絶
さ
れ
、
社
会
白
き
ず
な
た
る
べ
き
信
頼
は
た
ち
き
ら
れ
る
」
乙
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
℃
、
個
人

む
利
益
ヤ
効
用

EEH司
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
み
と
め
ら
れ
ず
、
自
然
法
〈
の
遵
法
へ
の
結
果
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

p

y

ク
は
こ
れ

を
手
段
と
目
的
と
り
関
係
に
お
い
て
、
ワ
ぎ
の
よ
う
に
の
ベ

τ
い
る
。

「
効
用
は
自
然
法
の
基
礎
で
も
、
義
務
の
基
礎
で
も
な
く
て
、

自
然
法
に
遵
法
し
た
結
果
で
あ
る

白
結
果
な
の
で
あ
る
」
。

行
為
の
正
し
さ
は
そ
の
効
用
に
よ
る
の
で
は
な
く
一
1
、
反
対
に
行
為
の
効
用
は
そ
の
正
し
さ

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
、

L
有
害
ロ
グ
ク
の
思
想
を
ば
、
自
然
法
臼
論
理
構
造
に
焦
点
を
あ
て
て
き
た
が
、
か
れ
の
政
治
思
想
は
抑
の

命
で
あ
る
自
然
法
か
ら
個
人
目
行
勤
や
利
益
を
絶
対
的
に
拘
束
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
秩
序
を
構
成
し
た
。
そ
こ
で
は
、
個
人
が
自

己
白
意
志
で
自
由
に
行
動
し
、
自
己
の
非
活
手
段
を
そ
れ
自
体
と
し

τ追
求
す
る
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ク
の
姿
を
と
ヮ
て
い
な
い
。
む

し
ろ
、
個
人
的
自
由
キ
個
人
的
利
益
が
少
く
と
も
論
理

ω要
と
し
て
、
思
想
全
体
を
貫
白
い

t
い
な
い
か
ぎ
り
、
む
し
ろ
十
六
世
紀
白

政
治
思
想
の
わ
〈
を
出

τ治
b
ず
、
し
た
が
っ
て
後
期
目
ロ
ッ
グ

ω
『
政
治
論
』
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
う
。
と
こ
ろ
で
、

己
白
政
治
論
の
古
き
側
闘
が
、
王
政
復
古
と
い
う
当
時
白
歴
史
的
状
況
白
左
か
で
、
い
か
な
る
意
義
を
も
っ
白
だ
る
う
か
。
結
論
主
先

取
し
て
い
え
ば
、

E
れ
は
、
プ
ュ
リ
タ

γ
革
命
を
併
定
し

τ土
政
彼
古
白
理
論
的
最
礎
を
あ
た
え
た
と
と
に
な
り
は
し
ま
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
実
践
的
問
題
に
対
す
る
解
答
は
、
第
五
論
文
「
自
然
法
は
一
般
的
合
意
窓
口
司
巴

B
B
g汁
か
ら
知

b
れ
る
か
」
で
、
き
わ
め
て

端
的
に
し
め
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
予
期
し
う
る
よ
う
に
、
解
答
は
革
命
の
否
定
で
あ
っ
た
。
だ
が
問
題
は
、
己
う
い
え
b
D

は
外
見
的
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
己
と
で
あ
り
、
己
の
点
の
み
を
若
き
ロ
ッ
ク
の
思
想
的
基
軸
と
す
る
見
方
主
拒
否
す
る
こ
と
が
、
本
論

事
き
ロ
ッ
ク
白
白
熱
法
恩
詔

←) 

第
八
十
五
巻

1i 

第

五



十
市
き
ロ
ッ
ク
の
白
熱
法
思
想

t弓

第
八
寸
五
巻

六

第

号

{ /、

の
中
心
点
な
白
で
あ
る
。
こ
D
主
魁
へ
の
接
近
は
、
つ
ぎ
白
「
啓
蒙
思
想
白
光
」
の
節
で
展
開
す
る
で
あ
ろ
う
。

w
ま
こ
こ
で
D
論
点
は
、

た
と
え
表
間
的
に
も
せ
よ
、
ロ
ッ
グ
が
以
上
の
自
然
法
の
論
理
的
立
場
陀
立
っ
て
、
プ
ェ
リ
タ

γ
革
命
か
ら
土
政
復
古
へ
の
歴
史
的
実

ロ
色
」
と
い
う
定
言
が

践
の
課
題
に
妥
協
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
そ
白
こ
と
で
あ
る
。
第
五
論
文
の
冒
頭
で
、
「
民
の
戸
は
神
の
戸
で
あ
る

JNE
宮
市
己
H
4
0同

い
か
に
ま
ち
が
っ
て
い
る
か
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ベ
て
、
人
民
の
革
命
権
を
否
定
す
る
。

「
こ
の
命
題
が
い

か
に
あ
や
し
い
も
の
で
あ
り
、
誤
り
で
あ
る
か
、
ま
た
室
内
悪
を
生
か
だ
す
も
の
で
あ
る
か
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
、
己
の
不
吉
な
諺
が
い

か
に
党
派
的
な
精
神
と
残
忍
在
意
凶
の
も
と
に
一
般
民
衆
の
聞
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
き
た
か
を
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
る
き
わ
め
て
不
幸
た
教

訓
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
て
き
た
。
事
実
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
、
人
民
の
許
が
あ
た
か
も
神
の
法
の
伎
で
あ
る
か
の
よ
う
に
人
民
の
戸
に

耳
を
か
た
む
け
る
な
ら
ば
、
神
の
存
在
を
と
う
て
い
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
L

。

い
う
ま
で
も
な
く
、

己
の
主
張

ω背
景
に
は
、

ピ
ュ
リ
タ

y
革
命
に
沿
け
る
革
命
派
が
人
民
の
声
ま
た
は
一
般
的
合
意
の
名
目
も
と
に
、
王
国
の
願
覆
を
は
か
り
、
法

ω侵
犯
を
あ
え

て
な
し
た
こ
と
へ
の
反
感
が
ひ
め
b
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
よ
主
、
革
命
が
秩
序
を
破
壊
す
る
か
ぎ
り
、
自
然
法
と
は
け
っ
し
て
あ

い
い
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
モ
白
か
ぎ
り
、

で
あ
ろ
う
」
。
日
然
法
は
、
設
に
よ
り
も
全
体
的
な
秩
序
と
平
和
を
も
た

b
す
も
の
で
あ
る
。
そ
一
ω
た
め
に
、
神
は
自
己
の
創
造
物
に

「
わ
れ
わ
れ
は
人
間
の
合
意

ω
う
ち
に
、
理
性
の
教
え
干
自
然
白
拡
を
求
め

τも
む
だ

権
威
を
も
っ
て
の
ぞ
み
、
白
己
へ
の
服
従
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
た
め
に
、
神
は
人
民
へ
の
文
配
権
を
専
制
君
主
に
譲

渡
す
る
ば
あ
い
も
あ
り
う
る
の
で
あ
ヲ
て
、
モ
の
か
ぎ
り
乙
れ
は
合
法
的
で
あ
る
。
さ
き
の
第
六
論
文
が
、
己
の
聞
の
事
情
を
は
っ
き

り
さ
企
て
く
れ
る
。

ロ
ッ
ク
は
プ
イ
ル
マ

1
ま
が
い
の
論
法
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ベ
て
い
る
。

「
た
れ
か
が
他
者
に
権
威
と
文
配
主
ふ

る
う
の
は
、
自
然
権
と
創
造
権
に
よ
る
か
、

贈
与
権
に
よ
る
か
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
目
神
が
最
初
に
生
れ
た
も
の
や
専
制
君
主

却

に
他
人
へ
の
支
配
権
の
一
部
を
譲
波
し
た
の
で
あ
る
」
。
と
す
れ
ば
、

己
己
に
プ
ー
リ
タ

y
革
命
か
ら
王
政
復
古
へ
の
道
は
、
若
き
ロ



ヅ
グ
の
白
然
法
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
弁
護
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま

W
か
。

、
ω
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ロ
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戸
古
島

σ司
君

43ロ
円
。
立
。
ロ
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同
温
品
(
以
下

h
Q
S
え
弓
五
号
、
と
略
す
)
匂

HO
一白

!
∞
乙
の
第
一
論
文
は
自
然
怯
思
旭
全
体
の
問
題
提
起
に
あ
た
る
論
文

σあ
る
。

た
お
、
こ
の
書
物
は
、
さ
き
に
か
か
げ
た
遺
稿
集
の
う
ち
、

p
z
u
E
S
忌
G
p
g
n
h
司
王
ま
戸
石
田
品
と
お
な
じ
く
、
一
六
六
四
年
に
ロ
ッ
グ

が
ク
ラ
イ
ス
卜
チ
ャ
ー
チ
の
道
徳
哲
学
出
教
自
を
辞
め
る
に
あ
た
っ
て
の
ベ
た
告
別
演
説
円

2
2
5
て
旦
瓦
吉
町
。
ミ

M
H
u
s
n
v、
お
よ
び
一
六
七
六

年
の
日
記
と
七
七
年
の
ノ

1
ト
か
ら
な
る

M
U
T
E
E
W
E
。E

M
雪
之
宮
S
礼
司
コ
ヱ
s
h句
な
ど
三
種
煩
の
草
稿
を
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
初
期
の
自
然

法
思
想
を
と
り
あ
げ
る
か
ぎ
り
、
主
に
同
Z
3
ω

を
問
題
と
す
る
。
こ
の
「
自
然
陸
前
」
は
、
さ
ら
に
第
一
論
文
か
ら
第
八
論
文
宣
で
、
八
つ
の
論

文
か
ら
な
る
。
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l寸

ω
自
然
権
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
の
ホ
ァ
プ
ス
と
ロ
ヅ
グ
の
関
悌
に
つ
い
て
、
浜
林
正
夫
「
ジ
ョ
ン
ロ
マ
ク
白
自
然
法
論
L

二
ハ
ベ

1
ジ
審
問
。

「
利
益
。
追
求
が
秩
序
と
矛
盾
す
る
左
い
う
ζ

の
よ
う
な
考
え
方
は
、
実
は
ホ
ッ
プ
ス
の
そ
れ
と
あ
ま
り
違
わ
仕
い
の
?
あ
る
が
、
重
要
な
点
は
、

ホ
Y

プ
ス
が
各
個
人
の
枇
求
の
追
求
が
闘
争
を
よ
び
お
こ
す
と
い
う
と
と
か
ら
、
そ
れ
肢
に
故
求
を
守
る
た
め
に
は
枇
求
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
キ
張
す
る
の
に
封
し
、
ロ
ヴ
ク
は
欲
求
は
闘
争
を
ひ
き
お
こ
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
れ
故
に
故
求
は
自
然
法
の
基
礎
た
り
え
な
い
、
と
主

張
し
て
い
る
ζ
と
で
あ
る
。
」

間

]
O
Vロ
ド
0

0
官
一
人
p
h
a
s
h
叶
苫
E
N
h
m
h
q
b
z
h
町
室
町
皇
室
室
戸
司
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旬
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司
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〔
鈴
木
秀
現
訳
『
統
治
論
』
世
思
大
思
想
全

集
八
巻
)
を
参
版
。
わ
た
し
は
、
こ
の
個
人
心
血
附
労
働
を
媒
介
と
し
て
人
類
全
体
さ
ら
に
計
会
全
体
と
個
人
と
の
調
和
的
関
係
が
実
現
さ
れ
る
と

い
う
こ
ム
を
、
前
掲
論
文
、
一
ニ
、
「
白
熱
状
態
の
論
理
」
の
な
か
で
あ
き
ら
か
に
し
た
。

ω
ω
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h
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、
町
、
市
出
口
。
l
寸
な
お
背
き
ロ
ッ
ク
思
想
に
お
け
る
斗
一
産
力
の
欠
釦
と
、
初
期
重
商
主
義
的
要
素
に
つ
い
て
、
浜
林
正
夫
前

掲
論
文
一
九
一

0
ペ
ー
ジ
参
照
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H
V
H
m
中
日
昔
き
ロ
ザ
ク
の
政
治
思
想
の
暗
さ
は
、
こ
の
一
般
的
合
意
の
否
定
と
そ
の
実
践
的
帰
結
で
あ
る
プ
ュ
リ
タ
γ

革
命
へ
の
反
感
の
う
ち
に
あ
る
ー
と
さ
れ
る
。
」
れ
ま
で
の
川
究
は
、
こ
の
白
川
を
背
き
ロ
ッ
ク
の
汚
点
、
ま
た
は
逆
に
近
代
民
主
主
義
思
想
の
反
人
民

的
性
格
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
匹
林
氏
の
所
論
に
よ
れ
ば
吊
「
一
六
六

0
年
代
J

初
期
の
ロ
y

ク
は
、
ホ
ッ
プ
ス
的
な
間
然
権
思
想
の
展

開
者
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
そ
れ
に
対
す
る
の
は
げ
し
い
批
判
者
な
の

γ
一
あ
り
、
さ
ら
に
、
ホ
ッ
プ
ス
的
な
絶
対
主
義
思
想
の
批
判
者
で
あ
る
ど

こ
ろ
か
、
逆
に
そ
の
支
持
者
で
あ
る
、
と
い
う
、
お
よ
そ
通
説
と
は
正
反
対
O
態
度
が
あ
ら
わ
れ
古
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
か
『
り
、
一
六
六

0
年

代
の
ロ
γ

ク
は
一
九
六

O
年
目
ロ
ッ
ク
と
ま
っ
た
く
別
人
の
よ
う
で
あ
る
と
さ
え
、
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
中
村
恒
矩
氏
は
前
持
論
文
「
ロ
v

ク
の
初
期
思
畑
山
形
成
」
の
な
か
で
、
第
五
論
文
が
問
題
の
主
軸
で
あ
る
と
し
て
、
ピ
み
リ
タ
一
一
ズ
ム
と
の
対
比
に
お
い
て
の
初
期
ロ
ッ
グ
を
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
位
世
.
つ
け
て
い
る
。
「
王
政
復
古
前
後
の

p

v

ク
思
想
に
つ
い
で
は
、
既
存
の
社
会
的
州
値
を
守
ろ
う
と
し
、
新
し
い
そ
れ
ら
を
批
判
せ

ん
と
し
た
の
は
、
む
し
ろ
ロ
ザ
ク
の
方
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
-
ロ
マ
ク
が
若
い
時
期
に
「
自
然
法
論
」
・
『
世
俗
極
力
前
』
を
も
む
い
た
と
い
う

こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
時
長
思
想
の
代
表
的
帯
作
(
『
情
性
論
』
寸
統
治
論
L

な

rを
指
す
|
|
引
用
者
)
に
も
彬
を
帯
し
て
い
る
。
」

た
し
か
に
、
個
人
の
自
然
権
や
民
来
。
合
志
を
拒
否
し
、
革
命
権
を
も
否
定
す
る
か
ぎ
り
、
つ
ま
り
政
治
思
想
に
視
点
を
す
え
る
と
き
、
こ
れ
ら

の
評
価
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
問
震
は
、
若
L
E
p
y

ク
市
認
識
論
に
お
け
る
啓
蒙
思
想
。
限
動
で
あ
る
。
こ
の
点
、
犯
ロ
y

ク
の
初
期

D
R恕
の

中
軸
に
す
え
る
か
否
か
で
、
こ
の
評
価
は
が
ら
り
と
変
わ
る
。
わ
た
し
は
、
こ
の
こ
之
を
次
の
諸
節
「
啓
蒙
思
想
の
光
」

L

乙
「
終
結
と
展
望
」
の
展

開
で
し
め
そ
う
。
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S
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久
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王
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∞
品
目
こ
こ
で
は
っ
き
り
、
ロ
ッ
ク
は
専
制
君
主
の
支
阻
栴
を
、
神
の
支
配
権
の
贈
与
と
み
と
め
て
い
命
。
も
っ
と
も
、

上
位
者
自
命
令
も
、
神
の
意
志
に
そ
う
か
ぎ
り
の
己
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
。
君
主
に
つ
い
て
、
第
七
論
文
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
い
っ
て
い
る
。

「
一
人
。
臣
下
は
だ
れ
も
王
に
服
従
す
べ
き
で
あ
る
。
が
、
一
人
の
人
同
は
だ
れ
も
臣
下
た
る
義
務
を
負
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
人
間
が
王
と

し
て
生
れ
る
の
だ
か
ら
。
」
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帥
ロ
ッ
グ
の
政
治
思
想
を
こ
の
よ
う
に
認
識
耐
か
ら
分
離
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
、
本
来
あ
や
ま
り
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
白
な
ぜ
な
ら
、
両
者
は

P

ロ
ッ
ク
白
う
ら
で
事
実
上
、
結
び
つ
い
て
い
る
の
だ
か

b
o
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
の
ち
に
民
間
し
よ
う
。
い
ま
は
、
ロ
ッ
ク
の
一
叫
百
九
ぞ
う
き
ぼ
り

に
す
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
叙
述
の
方
伝
を
と
る
の
で
あ
る
。


